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地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

昨
年
１２
月
１５
日
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
人
権
啓
発
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
生
ま

れ
で
現
在
は
日
本
国
籍
を
取
得
し

て
い
る
、
羽
衣
国
際
大
学
准
教
授

の
に
し
ゃ
ん
た
氏
が
招
か
れ
、
ス

リ
ラ
ン
カ
か
ら
来
日
さ
れ
た
と
き

の
経
験
か
ら
、
多
文
化
共
生
等
に

つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
は

大
変
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
に
先
立
っ
て
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
土

浦
地
区
大
会
入
賞
者
に
よ
る
入
賞

作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
法
務
省

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
登
場
し
ま
し
た
。

　このたび、６年間人権擁護委員としてご活躍さ
れ、昨年退任された山岡つぎ子さん（郷中）に法務
大臣から感謝状が贈呈され、１月１６日には村役場
村長室にて伝達式が行われました。これまで人権
啓発等にご尽力いただきありがとうございました。
　また、後任には坂本実さん（上舟子）が就任され、
今後は石橋威雄さん（大山）、内田光子さん（大谷）
とともに人権擁護委員としてご活躍くださいます。
どうぞよろしくお願いします。

　２月１３日、茨城県市町村会館（水戸市）において、
「町村自治功労者表彰式」が行われ、美浦村からは
山岡つぎ子さん（郷中）および小泉正雄さん（根火）
が村の振興・発展に貢献した民間自治功労者とし
て、茨城県町村会より表彰されました。
　山岡さんは食生活改善推進連絡協議会等、小泉
さんは防犯協会等で長年にわたりご活躍されてお
り、今回はその多大な功績が認められたものです。
　このたびの表彰、おめでとうございます。

　

２
月
５
日
、
ソ
ニ
ー
シ
テ
ィ
大
崎
（
東
京

都
）
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
ソ
ニ
ー
教

育
財
団
主
催
の
「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
関
東
合
同
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
、

大
谷
小
学
校
が
２
年
連
続
で「
奨
励
校
」に
入

選
し
ま
し
た
。

　

大
谷
小
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
科
学
教
育

に
関
す
る
実
践
研
究
や
環
境
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
実
績
と

平
成
２６
年
度
の
計
画
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
２８
日
に
は

「
科
学
が
好
き
な
子
ど
も
を
育
て

る
」
授
業
研
究
会
を
開
催
し
、
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
朝
日
向
栄
一

学
校
長
は
、「
２
年
連
続
の
受
賞
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
賜

で
す
。
科
学
が
好
き
な
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
の
入
選
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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村の交通事故発生状況

村の総合健診に予定が合わなかった人は
「医療機関健診」をご利用ください

国民健康保険の被保険者の皆様へ

・・・・【健診内容】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 ・健診名…特定健康診査（特定健診）　 ・自己負担額…無料
　 ・対象年齢…４０～７４歳（平成２６年３月３１日までに４０歳に
　　到達する人～７５歳の誕生日前までの人）
　 ・検査内容…問診・身体計測・血圧測定・脂質検査・糖
　　尿病検査・腎機能検査・肝機能検査（基本項目）、貧血
　　検査・眼底検査・心電図検査（詳細項目）

題
ら

の

話
む
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　１月１９日、潮来市日の出運動広場で潮来市長杯
団体戦が行われ、小学生高学年の部で美浦ジュニ
アソフトテニススポーツ少年団が優勝しました。
　寒空の中、保護者の応援と選手のプレーが一つ
となって見事にＶ２達成。頑張って練習した成果
が実り、団員全員の力で優勝を勝ち取ることがで
き、とても良い経験となりました。今後も各自の
目標に向け、元気に楽しく練習に励むそうです。

　２月８日・９日、今年も会津高原だいくらスキ
ー場（福島県）にて、ジュニアスキー教室が開催さ
れました。ジュニアスキー教室は、村内の小学３
～６年生の児童を対象に毎年開催されており、今
年は３３名の子ども達が参加してくれました。
　教室では、村体育協会スキー部の指導員のもと、
子ども達はスキーの習熟度に応じて各班に分かれ、
スキーのすべり方やすべるときのマナー等につい
て指導を受け、見る見るうちに上達していました。

　２月１日、美浦中学校体育館において、「美浦柔
剣道大会」剣道の部が開催されました。
　旧武道館（村立柔剣道場）完成を機に第１回大会
（昭和４３年１２月）が開催されてから４５回目となる本
大会は、茨城県南地域の柔道・剣道に励む子ども
達の日頃の練習の成果を試す機会として、重要な
大会となっています。
　当日は、村内や近隣の自治体から約７００名もの
参加者があり、試合会場では氷のように冷たい床
をものともしない子ども達の気合いと歓声が溢れ、
熱い戦いが繰り広げられました。

※柔道の部は２月１５日に開催予定でしたが、大雪・大
　雨の予報により参加者・関係者の皆さまの安全等が
　考慮され、開催前日に中止が決まりました。

【剣道の部】

◎小学生低学年の部　

　優　勝　吾妻剣道スポーツ少年団
　準優勝　九重剣道スポーツ少年団
　第３位　美浦剣美会・滝郷学園

◎小学生高学年の部　

　優　勝　なでしこ剣道スポーツ少年団
　準優勝　九重剣道スポーツ少年団
　第３位　美浦剣美会・戸頭剣友会

◎中学生男子の部

　優　勝　美浦中学校
　準優勝　旭中学校
　第３位　谷田部中学校・並木中学校

◎中学生女子の部

　優　勝　都和中学校
　準優勝　土浦第四中学校
　第３位　美浦中学校・守谷中学校

　木原小学校では、総合的な学習の一環として、
６年生が架空の会社（キッズカンパニー）を設立し、
サツマイモの栽培から商品の加工・販売までの過
程を体験学習しました。これは、事業の実践を通
して仕事の大変さを体験することで社会力を育て、
将来に活かそうと行われたものです。
　子ども達は借用した畑にサツマイモを植え付け、
４班（４社）に分かれて銀行役の村商工会に事業計
画を提出し、実際に融資を受けて備品等を購入。
村産業文化フェスティバルや校内の学習発表会で
出店し、サツマイモの汁物や加工品を販売しまし
た。その売上の中から借入金を返済し、２月１２日
には各社の社長を務めた６年生４名が役場庁舎を
訪れ、４社の売上金の一部１５，７４３円を納税という
形で村に寄附し、村長に手渡しました。
　この貴重な経験は、子ども達の学力と社会力の
向上に大いに役立つことでしょう。

美浦ジュニアソフトテニススポーツ少年団で
は、小学１～６年生までの仲間を随時募集し
ています。（活動日は毎週木・土曜日）
　　　　　　　　　☎０９０－１０４８－４３１５（小柳）

第４５回美浦柔剣道大会開催第４５回美浦柔剣道大会開催 木原小６年生が事業を体験木原小６年生が事業を体験

ソフトテニススポーツ少年団
潮来市長杯で２年連続優勝！
ソフトテニススポーツ少年団
潮来市長杯で２年連続優勝！

ジュニアスキー教室開催ジュニアスキー教室開催 村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
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